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主
な
新
規
事
業

○
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
創
生
推
進

事
業

本
市
の
人
口
減
少
を
抑
制
し
、

定
住
人
口
の
増
加
及
び
ま
ち
な

す
る
収
入
率
は
１
０
０
・
05
％

で
す
。
ま
た
、
歳
出
決
算
額
は

３
１
１
億
５
４
７
８
万
９
２
１

４
円
で
、
そ
の
執
行
率
は
92
・

03
％
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引

残
額
は
27
億
１
２
７
３
万
１
７

０
９
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

財
源
３
４
５
５
万
６
０
０
０
円

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、

26
億
７
８
１
７
万
５
７
０
９
円

で
、
こ
の
う
ち
21
億
円
を
財
政

調
整
基
金
に
、
１
億
円
を
職
員

退
職
手
当
基
金
に
積
立
て
し
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

を
含
む
５
億
１
２
７
３
万
１
７

０
９
円
を
、
翌
年
度
へ
繰
り
越

し
ま
し
た
。

特
別
会
計
の
決
算
は
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
が
、
歳
入

78
億
６
９
７
７
万
９
３
４
円
、

歳
出
76
億
１
３
３
１
万
７
６
１

１
円
。
介
護
保
険
特
別
会
計
が
、

歳
入
68
億
３
５
８
７
万
６
８
５

３
円
、
歳
出
65
億
７
８
５
９
万

９
０
３
７
円
。
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
が
、
歳
入
９
億
８

７
４
３
万
７
１
７
２
円
、
歳
出

９
億
６
０
９
８
万
３
５
３
０
円

で
、
い
ず
れ
の
特
別
会
計
も
黒

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
館
林
市
議
団
か

ら
反
対
討
論
が
、
緑
水
ク
ラ
ブ

か
ら
賛
成
討
論
が
行
わ
れ
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

▽
令
和
３
年
度
館
林
市
下
水
道

事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金

の
処
分
に
つ
い
て
＝
令
和
３
年

度
の
未
処
分
利
益
剰
余
金
に
つ

い
て
は
、
１
億
３
９
４
４
万
１

３
６
０
円
の
う
ち
、
１
億
１
０

０
０
万
円
を
減
債
積
立
金
に
積

み
立
て
、
２
７
５
８
万
４
０
０

０
円
を
資
本
金
に
組
み
入
れ
、

残
額
を
翌
年
度
に
繰
り
越
す
こ

と
に
つ
い
て
、
地
方
公
営
企
業

法
第
32
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
に
対
し
議
決
を
求
め

ら
れ
た
も
の
で
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
令
和
３
年
度
館
林
市
下
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
＝
収
益
的
収
支
に
お
い
て
は
、

収
入
額
15
億
２
９
８
１
万
９
９

３
０
円
、
支
出
額
14
億
36
万
９

９
４
６
円
で
、
消
費
税
調
整
後

の
損
益
計
算
書
上
の
純
利
益
は

１
億
３
５
２
万
７
８
０
６
円
と

な
り
、
資
本
的
収
支
に
お
い
て

は
、
収
入
額
６
億
１
０
１
３
万

４
４
７
０
円
、
支
出
額
11
億
４

３
８
２
万
５
２
７
６
円
で
、
不

足
額
５
億
３
３
６
９
万
８
０
６

円
に
つ
い
て
は
、
損
益
勘
定
留

保
資
金
等
で
補
て
ん
し
た
も
の

で
、
採
決
の
結
果
、
全
員
一
致

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他

▽
合
併
調
査
特
別
委
員
会
の
中

間
報
告
＝
本
会
議
最
終
日
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
研
究
等
の
経
過

や
結
果
に
つ
い
て
、
ま
た
、
館

林
市
・
板
倉
町
合
併
協
議
会
の

休
止
が
無
期
限
で
延
長
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
本
委
員
会
に
つ

い
て
も
、
令
和
４
年
９
月
30
日

を
も
っ
て
、
一
旦
、
調
査
期
間

が
終
了
と
な
る
旨
の
報
告
が
、

合
併
調
査
特
別
委
員
長
か
ら
あ

り
ま
し
た
。

か
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
移

住
促
進
ま
ち
な
か
新
築
住
宅
取

得
支
援
金
を
創
設
し
た
。

○
福
祉
医
療
費
助
成
事
業

子
育
て
支
援
を
推
進
す
る
た
め
、

高
校
生
世
代
の
入
院
医
療
費
に

対
す
る
助
成
制
度
を
創
設
し
た
。

○
観
光
事
業

館
林
駅
前
観
光
案
内
所
を
館
林

駅
東
口
か
ら
館
林
東
西
駅
前
広

場
連
絡
通
路
内
に
移
設
し
た
。

○
小
学
校
施
設
整
備
事
業

第
五
小
学
校
屋
内
運
動
場
大
規

模
改
修
工
事
及
び
第
七
小
学
校

ト
イ
レ
改
修
工
事
を
実
施
し
た
。

○
中
学
校
施
設
整
備
事
業

第
三
中
学
校
普
通
教
室
棟
外
壁

改
修
工
事
及
び
全
校
の
特
別
教

室
空
調
設
備
設
置
工
事
を
実
施

し
た
。

○
文
化
会
館
施
設
整
備
事
業

会
館
棟
の
空
調
設
備
改
修
工
事

及
び
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工

事
を
実
施
し
た
。

○
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営

子
育
て
世
帯
に
お
け
る
保
護
者

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
の

充
実
と
少
子
化
対
策
の
推
進
を

図
る
た
め
、
第
３
子
以
降
学
校

給
食
費
助
成
金
を
創
設
し
た
。

主
な
継
続
事
業

○
日
本
遺
産
推
進
事
業

館
林
市
「
日
本
遺
産
」
推
進
協

議
会
が
実
施
す
る
普
及
啓
発
事

業
等
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
た
。

決
算
特
別
委
員
会

８
月
31
日
の
本
会
議
で
、
議
員
全
員
に
よ
る
決
算
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
議
案
第
45
号
令
和
３
年
度
館
林
市
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
に
よ
り
、
議
案
第
47
号

令
和
３
年
度
館
林
市
下
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

は
全
員
一
致
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ

き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
案
第
46
号
令
和
３

年
度
館
林
市
下
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に

つ
い
て
は
全
員
一
致
を
も
っ
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。




